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（前期比  ＋14.1%）

売  上  高

（前期比  ＋21.2%）

営業利益

（前期比  ＋19.8%）

経常利益

（前期比  ＋5.7%）

親会社株主に帰属する
当期純利益

754億47百万円

43億55百万円

45億63百万円

24億14百万円

当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイ
ルス感染症に対するワクチン接種の進展などにより、経済社
会活動の制限が緩和され、一部に弱さがみられるものの持
ち直してまいりました。しかしながら、原油や資材価格の高騰
などに起因する景気下振れリスクの高まりなど、依然として
先行き不透明な状況が続いております。
当社グループ関連業界におきましては、民間設備投資が

持ち直していることに加え、公共投資や住宅投資が底堅く推
移しております。
このような状況のもとで、当社グループは、新型コロナウ
イルス感染症対策を講じつつ、新規販売先の開拓や休眠客
の掘り起こし、新商材の拡販などの営業活動に取り組んでま
いりました。また、2021年10月には栗山アルミ株式会社を
子会社化するなど、当社グループの成長を加速する各種施
策も推進しております。なお、現在の事業環境を踏まえて将
来の回収可能性を検討した結果、のれんの一部を減損処理
いたしました。
以上の結果、建設需要の回復や資材価格高騰分の販売価

格への転嫁に加え、前連結会計年度に子会社化した栗山ア
ルミ株式会社の売上高が寄与し、当連結会計年度の売上高
は75,447百万円(前期比14.1％増)と増収になりました。
利益面につきましては、売上総利益率の低下、運賃や人件

費を中心とする販売費及び一般管理費の増加などを増収効
果で吸収したことにより、営業利益は4,355百万円(同
21.2％増)、経常利益は4,563百万円(同19.8％増)、親会社
株主に帰属する当期純利益は2,414百万円(同5.7％増)と
増益になりました。

株主の皆様へ 当連結会計年度の経営成績
決算ハイライト

売 上 高

経常利益

営業利益

親会社株主に帰属する
当期純利益

（百万円）

（百万円）

（百万円）

（百万円）

　株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り
厚くお礼申しあげます。
　さて、ここに第71期（2022年4月1日から
2023年3月31日まで）の営業の概況と決算につ
きましてご報告申しあげます。
　よろしくご高覧賜りますようお願い申しあげます。

代表取締役社長 近藤　勝彦
2023年6月
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当社グループは、中長期ビジョンの実現を目指し、毎年成果と課題を検証しながら経営環境の変化
に対応するローリング方式による中期経営計画を策定しております。
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中期経営計画

配当金

決算ハイライト

中間
期末

（百万円）

セグメント別業績

アンカーボルト 建設現場での使用例

199億63百万円
（前期比  +24.0%）

大型物件を中心とした鉄骨需要の
回復や製造原価や仕入価格上昇分の
販売価格への転嫁により、鉄骨部材、
アンカーボルト、ブレースなどが好調
に推移した結果、増収となりました。

設備投資の回復や半導体不足によ
る商品供給遅延が解消するとともに、
メーカー各社からの仕入価格の引き
上げ等に応じた価格設定と店舗LED
化等カーボンニュートラルに順じた
営業展開を推進した結果、増収となり
ました。

95億2百万円
（前期比  +10.4%）

ターンバックル、シャックル、
足場吊りチェーン、丸セパレ
ーター、ワイヤロープ、コンテ
ナバッグ 他 橋での使用例足場吊りチェーン

店舗での使用例空調機器 足場工事施工例

主な製品・商品
ブレース、アンカーボルト、ハ
イテンションボルト、ボルトナ
ット類、鉄骨部材、施工工事 
他

主な製品・商品

照明器具、空調機器、換気扇、
分電盤、電線ケーブル、配線
器具、エコキュート、太陽光発
電機器、家電機器 他

足場架払工事、仮設足場機材
の販売 他

■ 産業資材
■ 鉄構資材
■ 電設資材
■ 足場工事

主な製品・商品 主な製品・商品

産業資材

49.8%
売上構成比

前連結会計年度に子会社化した栗
山アルミ株式会社の売上高が寄与し
たことに加え、製造原価や仕入価格
上昇分の販売価格への転嫁等の結
果、増収となりました。

376億10百万円
（前期比  +11.1%）

鉄構資材

26.5%
売上構成比

電設資材

12.6%
売上構成比

民間建設投資は回復傾向にあるも
のの住宅物件の需要減少により工事
売上がほぼ横ばいとなりましたが、複
数のスポット受注や足場機材価格の
上昇に伴うレンタル需要の増加により
足場機材の販売やレンタル売上が好
調に推移した結果、増収となりました。

83億71百万円
（前期比  +10.6%）

足場工事

11.1%
売上構成比

66,139

75,447

（百万円）売上高

前期
（2022/3）

当期
（2023/3）

33,861

16,098

8,610

7,568

37,610

19,963

9,502

8,371



　2023年1月12日～31日に開催された「野村IR資産運用フェア2023」に出展いたしました。
　個人投資家と上場企業のコミュニケーション拡大の場として毎年開催されている当イベントは、昨年
に引き続きオンライン開催となり、開催期間中、延べ約3万5000人の方にご覧いただき、当社のブース
ページも多くの方にご覧いただきました。
　今後も個人投資家の皆様に向けた積極的なIR活動を展開できるよう、尽力してまいります。

トピックスTOPICS GROWTH STRATEGY

TOPIC 3 野村IR資産運用フェア2023へ出展

　当社ホームページが、次のとおりＩＲサイト表彰を受賞いたしました。
　今後も、ホームページのさらなる充実を図ってまいります。

売上高1,000億円を目指して
　当社グループでは、成長戦略を推進し、既存コア事業の一層の収益力強化と今後成長が見込まれる
分野への進出を進め、2020年代中に売上高1,000億円を目指しております。

日興アイ・アール（株）

（株）ブロードバンド
セキュリティ

調 査 会 社

2022年度 全上場企業
ホームページ充実度ランキング

GOMEZ
IRサイトランキング2022

調 査 内 容

優秀サイト

優秀企業
銀賞

評 　 価

TOPIC 2 当社HPがＩＲサイト表彰を受賞

TOPIC 1 連結純資産配当率（DOE）目標を2.5％以上から4.0％以上へ引き上げ
　株主の皆様に対する利益還元を一層強化
するため、2024年3月期より、株主還元目標
である連結純資産配当率（DOE）の目標を、
2.5％以上から4.0％以上に引き上げること
といたしました。
　今後も、資本コストを意識した成長投資を
行うとともに、株主還元のさらなる充実を
図ってまいります。

M&A戦略
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上
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円
）
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2005年3月期
259億円

今のコンドーテック（オーガニック）・未来のコンドーテック（周辺強化）の成長を加速

オーガニック成長
既存事業戦略

① 4つの成長戦略
　　・ 新規販売先の開拓
　　・ 新商材の提供
　　・ 売り方の工夫
　　・ 販売ルートの開拓
② 拠点展開
③ 自然災害への対応　　　など

周辺強化による成長
既存事業以外の強化取り組み事項

・ 海外市場への展開
・ 隣接する業界への進出
・ ネット事業の拡大　　　　など

2023年

中期経営計画
（2024年3月期～
 2026年3月期）

成長戦略

2015/3 2018/3 2021/3 2023/3 2024/3
（計画）



△2,025
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（百万円）

（百万円）

連結損益計算書の概要

連結財務諸表

連結キャッシュ・フロー計算書の概要

売 上 高

特別利益
18

営業外
費用
19 特別損失

625

法人税等
1,518

非支配
株主利益
23

親会社株主に帰属する
当期純利益

2,414

営業利益

4,355

75,447

経常利益

4,563

税金等調整前
当期純利益

3,957

売上原価　　　　　　　　　　　59,194
販売費及び一般管理費　　　　　11,898

営業活動によるキャッシュ・フロー
　売上債権の増加1,793百万円、棚卸資産の増加949百万円
及び法人税等の支払い1,386百万円等により資金を使用した
一方で、税金等調整前当期純利益の計上3,957百万円、減価償
却費の計上1,134百万円、減損損失の計上611百万円、仕入債
務の増加1,292百万円等により資金を獲得したことで、3,961
百万円の収入となりました。

投資活動によるキャッシュ・フロー
　有形固定資産の取得1,377百万円等により資金を使用したこ
とにより、1,389百万円の支出となりました。

財務活動によるキャッシュ・フロー
　短期借入金の純減少額1,000百万円及び配当金の支払い
843百万円等により、資金を使用したことにより、2,025百万円
の支出となりました。

現金及び現金同等物の
期首残高

現金及び現金同等物の
期末残高

現金及び現金同等物に
係る換算差額

営業活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

3,961
△1,389

10,73310,164

営業外
収益
228

56,009

負債・
純資産合計

23,942
負 債

32,066
純資産

56,009
資産合計

34,636
流動資産

21,373
固定資産

58,163
資産合計

37,402
流動資産

20,761
固定資産

（百万円）

流動資産　374億2百万円（前期比+27億66百万円）
現金及び預金、売上債権並びに棚卸資産の増加等によ

るものです。

固定資産　207億61百万円（前期比△6億12百万円）
拠点展開の整備等による有形固定資産の増加等があっ

たものの、のれんの減損損失の計上及び償却による無形
固定資産の減少等によるものです。

負　債　248億78百万円（前期比+9億35百万円）
短期借入金の返済による減少等があったものの、仕入債

務及び未払消費税等の増加等によるものです。

純資産　332億85百万円（前期比+12億18百万円）

　剰余金の配当の支払いによる減少等があったものの、親
会社株主に帰属する当期純利益の計上による増加等による
ものです。

前 期 末
（2022年3月31日）

当 期 末
（2023年3月31日）

前 期 末
（2022年3月31日）

当 期 末
（2023年3月31日）

現金・預金
　 10,733
売上債権
　 17,877
棚卸資産
　　8,132
その他
　　   658

有形固定資産
　 15,403
無形固定資産
　　4,286
投資その他の資産
　　1,070

58,163

負債・
純資産合計

24,878
負 債

33,285
純資産

流動負債
　 22,630

株主資本
　 32,679

その他の包括
利益累計額
　△1,395

非支配株主持分
　　2,000

固定負債
　　2,247

現金・預金
　 10,164
売上債権
　 16,062
棚卸資産
　　7,183
その他
　　1,225

有形固定資産
　 15,011
無形固定資産
　　5,368
投資その他の資産
　　　993

流動負債
　 21,983

株主資本
　 31,342

その他の包括
利益累計額
　△1,255

非支配株主持分
　   1,979

固定負債
　　1,959

連結貸借対照表の概要

（百万円）



（2023年6月23日現在）当社営業拠点・工場
札幌支店
札幌工場
青森営業所
秋田営業所
仙台支店
東北営業所
新潟支店

松本営業所
長野営業所
群馬営業所

金沢営業所

★
★

高松営業所

郡山営業所
福島営業所

盛岡営業所

結城営業所
関東工場

北関東支店
関東物流センター
八王子営業所

東京本社
東京支店

横浜支店
神奈川営業所

千葉営業所
東関東営業所

静岡営業所
東海営業所
浜松営業所

中京支店
名古屋支店

本社
業務部

大阪支店
海外営業部

ホームセンターグループ
鉄道環境グループ
eコマースグループ

滋賀工場
京都営業所
京滋営業所
兵庫営業所

岡山営業所
神戸営業所

広島支店
山陽営業所
九州工場
北九州営業所
福岡支店
九州営業所

鹿児島営業所

長崎営業所

熊本営業所

★
●
●
●
●
●
●
●
●

本 社
東 日 本 営 業 部
西 日 本 営 業 部
海 外 営 業 部
開 発 営 業 部
東日本鉄構営業部
西日本鉄構営業部
工 場
物 流 拠 点

関西支店

コンドーテック株式会社
（英文名　KONDOTEC INC.）

1953年1月14日
26億6,648万5千円
連結1,278名　単体754名
三和電材株式会社
KONDOTEC INTERNATIONAL (THAILAND)Co.,Ltd.
中央技研株式会社
日本足場ホールディングス株式会社
テックビルド株式会社
東海ステップ株式会社
株式会社フコク
栗山アルミ株式会社

大阪市西区境川二丁目2番90号
TEL 06-6582-8441（代表）
東京都江東区南砂一丁目9番3号
TEL 03-5634-2241（代表）

代表取締役社長
専務取締役
常務取締役
取締役
取締役
取締役
取締役
取締役
社外取締役
社外取締役
取締役（常勤監査等委員）
社外取締役（監査等委員）
社外取締役（監査等委員）
社外取締役（監査等委員）

会社情報

会 社 概 要 役 　 　 員
（2023年6月23日現在）

社 名

東 京 本 社

本 社

設 立
資 本 金
従 業 員
連結子会社

その他の法人その他の法人
8,001千株
30.4％

（株主数142名）

（株主数25名）

証券会社
645千株
2.4％

自己株式
864千株
3.3％

（株主数1名）

個人・その他
10,056千株

38.2％
（株主数6,419名）

外国法人等
3,029千株
11.5％

（株主数66名）

金融機関
3,747千株
14.2％

（株主数17名）

株主数
6,670名

発行可能株式総数
発行済株式総数 
単元株式数

60,000,000株
26,344,400株

100株

（注）自己株式864千株は上記大株主には含めておりません。
　　また、持株比率は自己株式を除いて算出しております。

有限会社藤和興産
BBH FOR FIDELITY LOW－PRICED STOCK FUND
（PRINCIPAL ALL SECTOR SUBPORTFOLIO）
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）
コンドーテック社員持株会
大阪中小企業投資育成株式会社
株式会社Fプランニング
株式会社三菱UFJ銀行
株式会社藤登興産
近藤　雅英
有限会社純

11.8％

6.3％

5.8％
5.5％
4.9％
3.5％
3.0％
2.7％
2.6％
2.1％

3,014千株

1,595千株

1,472千株
1,401千株
1,247千株
900千株
753千株
676千株
664千株
535千株

株式情報

株式の状況 所有者別株式分布状況

大 株 主

（2023年3月31日現在）

株主名 持株比率持株数

近　藤　勝　彦
矢　田　裕　之
濵　野　　　昇
浅　川　和　之
石　野　和　浩
江　尻　友　征
石　橋　康　司
古　田　総　一
金 井 美 智 子
丸　山　隆　司
西　田　範　夫
安　田　加　奈
德　田　　　琢
山 岡 美 奈 子

グループ会社名 本社所在地 事業所・工場
三和電材株式会社 名古屋市西区 営業所12ヶ所
KONDOTEC INTERNATIONAL （THAILAND） Co., Ltd. タイ・バンコク市 ―
中央技研株式会社 滋賀県犬上郡 営業所2ヶ所
日本足場ホールディングス株式会社 東京都江東区 ―
テックビルド株式会社 東京都大田区 営業所17ヶ所
東海ステップ株式会社 静岡県藤枝市 営業所15ヶ所
株式会社フコク 仙台市泉区 営業所5ヶ所
栗山アルミ株式会社 名古屋市中村区 営業所2ヶ所、工場1ヶ所

埼玉営業所
関東支店



環境に配慮した植物油インキを
使用しています。

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

当報告書には財政状態及び経営成績に関する将来予測の記述が含まれております。
この前提及び将来予測の記述には、経営を取り巻く環境の変化などによる一定のリスクと不確実性が含まれております。

2023年6月発行

［株式に関する住所変更等のお届出及びご照会］

■郵便物送付先・電話お問い合わせ先
　お取引のある証券会社になります。
※未受領の配当金につきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行株式
　会社本店及び全国各支店でお支払いいたします。

■電話お問い合わせ先
■お取扱店　三菱UFJ信託銀行株式会社 本店及び全国各支店

■郵便物送付先　〒541-8502 大阪市中央区伏見町三丁目6番3号

0120-094-777（通話料無料）

証券会社でお取引をされている株主様

特別口座に記録されている株主様

事業年度 4月1日～翌年3月31日
毎年6月定時株主総会

定時株主総会　毎年3月31日
期末配当金　　毎年3月31日
中間配当金　　毎年9月30日
その他必要があるときは、
あらかじめ公告して定めます。

基準日

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関

上場証券取引所 東京証券取引所プライム市場

同連絡先

0120-094-777（通話料無料）

〒541-8502 大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　大阪証券代行部

株主メモ

株主優待のご案内

コンドーテック・プレミアム優待俱楽部
　毎年3月末日現在の株主名簿に記載された当社株
式5単元（500株）以上保有されている株主様を対象
として、保有株式数に応じ、株主優待ポイントを贈呈い
たします。
　株主様の保有するポイント数に応じて、株主様限定
の特設WEBサイトにおいて、食品、電化製品、旅行・体
験など4,000種類以上の商品からお好みの商品をお
選びいただけます。

株主優待ポイント表（１ポイント≒１円）

保有株式数 贈呈される株主優待ポイント
3,000ポイント
4,000ポイント
5,000ポイント
6,000ポイント
7,000ポイント
10,000ポイント

500株 ～ 599株
600株 ～ 699株
700株 ～ 799株
800株 ～ 899株
900株 ～ 999株
1,000株以上

https://kondotec.premium-yutaiclub.jp
特設WEBサイトはこちら！

ポイント贈呈時期
　毎年5月中旬頃を予定しております。

繰越条件など
　繰越条件や「コンドーテック・プレミアム優待俱楽部」の
詳細については右記WEBサイトよりご確認ください。




